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第8回仙台国際音楽コンクール 【開催日程】ヴァイオリン部門 2022.5.21（土）～6.5（日） ピアノ部門 2022.6.11（土）～2022.6．26（日）

第8回仙台国際音楽コンクール・ヴァイオリン部門レポート

予選 第1日目 2022年5月21日（土）
吉川 和夫（作曲家）

2022年5月21日土曜日の仙台は薄曇り。12時30分、日立システムズホール仙台コンサートホールで、第8回
仙台国際音楽コンクール、ヴァイオリン部門予選がスタートした。
と、こう書いてしまえば単純だが、この時を迎えるに至った経緯は、かほど簡単ではない。2019年に第7回

コンクールが成功裡に終わった時、誰も3年後の世界情勢を見通すことなどできなかったに違いない。新型コ
ロナウィルスが世界を覆い、新規感染者数、クラスター、パンデミック、都市封鎖など、それまであまり聞い
たこともなかったことばが当たり前に飛び交うようになった。さらに世界情勢の危機。芸術やスポーツに政治
は関係がないと、誰しも今でも信じているけれど、国際的な企画であればこそ、影響を受けないわけがない。
ここへ来て、コロナ禍が下火になったというよりは、ワクチンが効き目を発揮したらしいのと、いささか慣
れっこになってきたのとで、少しずつでも元の生活に戻そう、経済活動を活発化させようという動きが加速し
始めた、そんなタイミングでの国際音楽コンクールである。国を超えて人が行きかうことが大前提なのだ。
しかし、ヴァイオリン部門でいうと、予備審査を通過した予選出場予定者43名のうち6名が辞退、37名で予

選がスタートすることになった。辞退の理由はおそらく一様ではない。個人的な事情もあるだろうし、昨今の
社会情勢を承知していれば、コロナ禍の影響で出入国に支障や困難が伴うことが理由になるのは想像に難くな
い。また辞退しないにしても、ヨーロッパからの出場者には、南回りの飛行機で30時間近くかけて来日した人
もいるという。ヨーロッパから迎えた審査委員も同様。起こりうる様々な事態への対応を考慮しながら迎えた
5月21日12時30分である。何ごともなかったかのようにアナウンスが入り、拍手に迎えられて最初のコンテス
タントが登場したのが、むしろ奇跡のようにさえ思える。無論、何ごともなかったかのように、が良いのであ
るし、まずは今日から3日間の予選がこのまま滞りなく行われることを祈るばかりだ。

さて、予選初日は12名の演奏が行われた。この日の最年長は1995年生まれ、最年少は2004年生まれ。
このコンクールは、1992年1月1日以降に出生した者という出場資格が定められているので、どのコンテス

タントの演奏も、若々しい緊張感とエネルギーが溢れている。
演奏曲目は、J.S.バッハ：ヴァイオリン協奏曲第1番BWV1041もしくは第2番BWV1042と、イザイ：無伴奏

ヴァイオリン・ソナタ第3番もしくは第6番の2曲で、演奏時間は約30分弱。室内コンチェルトと20世紀初頭の
独奏曲を課すというのは、もちろん審査委員（審査委員長：堀米ゆず子）の意図であろうが、絶妙な選曲であ
るとわかる。バッハは、オーケストラ（第1ヴァイオリン3、第2ヴァイオリン3、ヴィオラ2、チェロ2、コン
トラバス1、チェンバロ）との協奏で、仙台フィルハーモニー管弦楽団（2組）と山形交響楽団のメンバーが交
替でつとめるが、指揮者なしなので、コンテスタント自身がオーケストラと音楽的なコミュニケーションを取
り続けなければならない。演奏スタイルの軸をどこに置くのか、ピリオド楽器的なのか近代楽器的なのかなど
もさることながら、合奏協奏曲由来の協奏曲だから、自分のペースで独奏（独走）するわけにはいかないのだ。
逆にイザイのソナタでは、自分ひとりの世界を繰り広げられるのだが、精緻に作曲された作品だけに、知的に
研究した上で構築しないと、単なる超絶技巧として流れてしまう。このあたりに的を絞って聴くだけでも、な
かなか興味深い。

（第2日目へ続く）

♪コンクールの演奏をYouTubeでお楽しみいただけます。
第8回仙台国際音楽コンクールでは、両部門の予選から表彰式、ガラコンサー
トまでのライヴ配信を４K60pで行っています。また演奏日の翌日から9月30
日（金）まで期間限定でオンデマンド配信も行いますので、ぜひご視聴ください。
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